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1．Xillinuxのダウンロードと 
セットアップ

● Xilinuxのダウンロード
　Raspberry PiはRaspbianというOSをのせて使い
ます．それに対しZYBOは，XillinuxというXillybus
社提供のOSをのせて使います．どちらもLinuxベー
スなので，Raspberry Piで動くC言語プログラムは
ZYBOでも動き，逆もまた然りです．
　まずはZYBOにXillinuxをインストールします．
図1のWebサイトに行き，ZYBO用のBoot Partition 
Kitをダウンロードしましょう．
● ビットストリーム生成にはXilinx社のVivadoが必要
　Boot Partition Kitはビットストリーム（xillydemo. 

bit，Zynqに書き込む回路情報が入る）を生成します
が，それにはXilinx社の開発ツールVivadoのバージョ
ン2014.4以降が必要になります．
　図1のWebサイトのGetting Started，または参考
文献（1）に倣って，ZYBOにXillinuxをインストール
します．
● ZYBOのセットアップ
　図2にZYBOのセットアップ構成を，写真2にセッ
トアップした様子を示します．ディスプレイは，アナ
ログRGBコネクタ経由でもHDMIコネクタ経由でも
どちらでも構いません．コマンドの入力やGUIの操
作をするので，USBキーボードやUSBマウスも必要
です．ZYBOのUSBホスト・コネクタは1ポートしか
ないので，USBハブを使ってポートを増やしてくだ

　FFTにかかわらず，多少複雑なアルゴリズムでも
C言語なら書ける人は多いと思います．しかし，それ
をHDLで書けと言われても，途端に途方に暮れてし
まうでしょう．これは例えば，ネット上でFFTのプ
ログラム・コードを探してみると分かります．HDL
で書かれたものはなかなか見つかりません．それに対
しC言語で書かれたものなら無数に見つかるでしょ
う．なんだかんだ言っても，HDLでの記述は難しい
のです．
　本章ではまず，C言語プログラムでFFTを実行し
ます．最近はRaspberry PiのようなSoC（System on 
a Chip）ボードが流行っているので，それで実行して
もよいのですが，最終目標はハードウェア化して
FPGAに 実 装 す る こ と を 考 え て い る の で，Zynq

（Xilinx社）というARMコア内蔵のFPGAを搭載した
評価ボードZYBO（写真1）でFFTを実行します．
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　前章でFFTのイメージはつかめたでしょうか．ここではC言語で書かれたFFTプログラムを実際にコンパイル
＆実行して，動作を確認してみます．まずは，アルゴリズム通りに浮動小数点演算を使ってFFTを計算するプロ
グラムを実行して，結果を求めます．次にHDL化を見越して，固定小数点演算のみでFFTを計算するプログラム
を実行して，結果を比較してみます．また演算結果は，後述の章でも検証用に使用します．

ターゲット・ボードZYBOの環境設定

写真1　Zynqを搭載した評価ボードZYBO（Digilent社）


